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特集「みちびく」
「みちびく」をキーワードに、社会資本整備に関わるさまざまな取り組みについて考えていく

後進をみちびく
地域の話題	よりみち	この街　Vol.	30
	 	大学の建築学科創設時に教授となり、
	 後進を「みちびいた」大建築家たち　　鈴木	伸子

連載「けんせつのでんせつ」シリーズ80
建設の幻獣	１
レヴェラーほか

トピックス	青森支店から

人を絶景へとみちびくアーチ橋
「鶴の舞橋」

04

1016 18

早稲田大学大隈記念講堂
（1927年築　東京都新宿区　設計：佐藤功一　重要文化財）

スターハウス（ＵＲまちとくらしのミュージアム　東京都北区　登録有形文化財）

カトリック碑文谷教会（目黒サレジオ教会）（1954年竣工　東京都目黒区）

鶴の舞橋（写真提供：青森県鶴田町）レヴェラー（当館職員　上原由子画）

表紙の写真�
カトリック碑

ひもんや
文谷教会（目黒サレジオ教会）

（東京都目黒区）　　

サレジオ教会という通称の示すとおり、
サレジオ修道会（イタリアから1926年
来日）によって設立された教会。聖堂内
の壁と天井のフレスコ画は、7年の歳
月をかけイタリア・ミラノ出身のジャコモ・
フェラーリ修道士によって描かれた。

P12-13　�Photo�Gallery
「美しい空間へみちびく」をご覧ください。

建設産業図書館事務局　江口	知秀

美しい空間へみちびく
Photo	Gallery	 	 	 	

美しい信仰のかたち
–教会建築へ「みちびく」

12

08

建設業界へみちびく
工業高校から建設企業へのキャリアパス
施工管理技術者として業界へ「みちびく」

巻頭インタビュー
神奈川県立神奈川工業高等学校	工業科（建設）	教諭
進路ガイダンスグループ・サブリーダー	 栗山	博樹	氏

学校法人小山学園	専門学校東京テクニカルカレッジ	校長	 白井	雅哲	氏

清水建設株式会社	東京支店	人事部長	 佐藤	敦子	氏

ルポルポ

暮らしをみちびく
過去から未来へ暮らしを「みちびく」
団地の価値は地域住民の交流にある
独立行政法人	都市再生機構	本社技術監理部	企画課	主査　　野口	聖太	氏

地方自治体における
電子入札の現況について

14
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建
築
現
場
に
お
け
る
施
工
管
理
技

術
者
を
若
者
が
目
指
す
職
種
に
し
た

い
―
。そ
ん
な
願
い
の
下
、工
業
高
校
、

専
門
学
校
、建
設
企
業
の
３
者
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
だ
。そ
の
名
は
、「
次
世
代
建
築

リ
ー
ダ
ー
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」。技

術
者
と
し
て
の
道
の
り
を
示
し
つ
つ
専

門
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
整
え
る
こ
と
で
施

工
管
理
の
仕
事
を
中
高
生
に
も
知
っ
て

も
ら
い
、現
場
に
必
要
な
人
材
を
育
成・

確
保
す
る
。

―
神
奈
川
県
立
神
奈
川
工
業
高
等

学
校（
以
下
、神
奈
川
工
業
高
校
）、学

校
法
人
小
山
学
園	

専
門
学
校
東
京
テ

ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ（
以
下
、東
京
テ
ク
ニ

カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
）、清
水
建
設
株
式
会
社

（
以
下
、清
水
建
設
）の
３
者
は
令
和
５

年（
２
０
２
３
）３
月
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

設
立
を
発
表
し
ま
し
た
。ど
ん
な
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
か
。

白
井　

２
０
２
３
年
度
は
、神
奈
川
工

業
高
校
建
設
科
に
入
学
し
た
１
年
生

約
80
人
を
対
象
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と

し
て
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
授
業
は
、令
和
５
年
７
月
。

清
水
建
設
か
ら
の
提
案
を
受
け
、東

京・京
橋
の
本
社
ビ
ル
を
８
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
見
学
し
ま
し
た
。屋
上
設
備
か

ら
、執
務
空
間
、社
員
食
堂
、地
下
の
免

震
層
ま
で
、ビ
ル
の
主
要
箇
所
を
人
事

部
の
方
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

同
年
12
月
に
は
、高
校
内
で
の
事
前

学
習
を
経
た
う
え
で
、東
京
・
銀
座
や

豊
洲
で
同
社
が
手
掛
け
た
６
施
設
を

貸
し
切
り
バ
ス
２
台
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
は
ま
と
め
学
習
で
す
。東

京
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
清
水

建
設
に
入
社
し
た
若
手
施
工
管
理
技

術
者
か
ら
仕
事
の
話
を
聞
く
機
会
を

提
供
し
ま
し
た
。そ
こ
で
は
生
徒
が
知

り
た
い
こ
と
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
時
間

も
設
け
て
い
ま
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
わ
く
わ
く
」。施
工

管
理
と
い
う
仕
事
へ
の
興
味
を
高
め
る

こ
と
が
、一
番
の
狙
い
で
す
。

　

２
０
２
４
年
度
は
高
校
１・２
年
生

を
対
象
に
、２
０
２
５
年
度
は
全
学
年

を
対
象
に
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
提
供
し
て
い

く
予
定
で
す
。そ
の
先
は
さ
ら
に
、対
象

学
年
を
専
門
学
校
の
４
年
間
に
ま
で
広

げ
、計
７
年
間
で
人
材
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

栗
山　

今
の
段
階
は
、施
工
管
理
技
術

者
と
い
う
職
種
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
伝

え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。現
状

は
特
別
な
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、将
来
的
に
は
通
常
の
授
業
に
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を
組
み
込
み
、実

践
的・体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て

学
び
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し

か
し
、高
校
で
の
教
育
課
程
は
わ
ず
か

３
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ス
キ
ル
の
本

格
的
な
教
育
は
専
門
学
校
に
委
ね
て
、

高
校
で
は
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
に
力
を
傾

け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

佐
藤　

高
校
で
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
、専
門

学
校
で
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
を
整
え
る
中
で
、

当
社
で
は
施
工
管
理
技
術
者
と
し
て
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。施
工

済
み
の
ビ
ル
や
施
工
中
の
建
築
現
場
の

ほ
か
、技
術
研
究
所
や「
温
故
創
新
の

森
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｅ（
ノ
ヴ
ァ
ー
レ
）」と
呼

ぶ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
施
設
で
施
工
管
理
の

学
習
機
会
を
提
供
で
き
ま
す
。そ
う
し

た
機
会
を
通
じ
て
施
工
管
理
と
い
う
仕

事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

―
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
特
徴
は
ど

こ
に
あ
り
ま
す
か
。

白
井　

学
生
を
採
用
す
る
企
業
と
し

て
清
水
建
設
が
参
画
し
、「
出
口
」を

明
確
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
、と

い
う
点
で
す
。こ
の
手
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
に
参
画
す
る
企
業
の
動
機
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）を
果
た
す
と

い
う
の
が
一
般
的
で
す
が
、私
た
ち
の
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
違
い
ま
す
。設
立
の
動

機
は
施
工
管
理
技
術
者
の
育
成
で
あ

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
わ
く
わ
く
」

施
工
管
理
へ
の
興
味
高
め
る

（写真提供：清水建設株式会社）
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建設業界へみちびく

工業高校から建設企業へのキャリアパス
施工管理技術者として業界へ「みちびく」

令和5年7月に清水建設本社ビルで実施した「第1回スタートアップイベント」の様子

令和6年（2024）3月に実施した「まとめ学習」の様子。東京テクニカルカレッジを
卒業し清水建設に入社した若手施工管理技術者から仕事の話を聞く機会を提供

特集 みちびく

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

栗山 博樹氏

白井 雅哲氏

佐藤 敦子氏清水建設株式会社	東京支店	
人事部長

学校法人小山学園	
専門学校東京テクニカルカレッジ	
校長

神奈川県立神奈川工業高等学校	
工業科（建設）	教諭	
進路ガイダンスグループ・サブリーダー
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白井 雅哲（しらい まさあき）

【現職】
学校法人小山学園 
専門学校東京テクニカルカレッジ 校長

【略歴】
長谷川敬アトリエ、椎名政夫建築設計事務所を経
て、白井雅哲アトリエを設立。並行して2000年より
建築工学科で教鞭を執る。その後、インテリア科科
長、企画部長、副校長を経て、2018年より現職。

【主な資格・所属協議会】
一級建築士、
全国専門学校建築教育連絡協議会副会長

栗山 博樹（くりやま ひろき）

【現職】
神奈川県立神奈川工業高等学校 工業科（建設） 
教諭 進路ガイダンスグループ・サブリーダー

【略歴】
2010年3月東京工芸大学工学部建築学科卒業。
2011年度教員採用試験合格。2012年4月神奈川県
立磯子工業高等学校建設科、2017年4月より現職。

佐藤 敦子（さとう あつこ）

【現職】
清水建設株式会社 東京支店 人事部長

【略歴】
清水建設株式会社入社後、2016年4月人事部主査、
2018年10月広島支店総務部人事グループ長、
2022年5月千葉支店管理部長、2024年4月より
現職。

り
、教
育
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、就
業

ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
提
示
し
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

―
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
て
１
年
間

活
動
し
て
み
て
、ど
の
よ
う
な
感
想
を

お
持
ち
で
す
か
。

栗
山　

施
工
管
理
技
術
者
に
は
日
常

的
に
は
出
会
え
ま
せ
ん
か
ら
、話
を
直

接
聞
く
機
会
を
得
ら
れ
る
の
は
と
て
も

貴
重
で
す
。ま
た
、清
水
建
設
と
い
う

大
企
業
と
組
ん
だ
イ
ン
パ
ク
ト
か
ら
か
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
存
在
は
保
護
者
に

も
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、進
路
相
談
で
は

理
解
を
得
や
す
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

白
井　

生
徒
の
皆
さ
ん
が
見
学
や
学
習

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
ね
。

佐
藤　

今
年
３
月
の
ま
と
め
学
習
で
は

当
社
の
施
工
管
理
技
術
者
が
高
校
１

年
生
に
自
ら
の
仕
事
の
魅
力
を
話
す

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
は
生
徒

の
心
に
響
く
内
容
を
伝
え
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

―
工
業
高
校
、専
門
学
校
、建
設
企

業
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
た
狙

い
や
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

栗
山　

工
業
高
校
の
価
値
を
明
確
に

打
ち
出
そ
う
と
い
う
狙
い
で
す
。

　

現
状
、本
校
の
建
設
科
を
卒
業
し
就

職
す
る
生
徒
は
約
８
割
が
施
工
管
理

技
術
者
に
な
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
入
学

時
点
で
は
、そ
の
仕
事
を
知
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
、工
業
高
校
を
建
築
設

計
や
施
工
管
理
の
仕
事
に
就
き
た
い
生

徒
の
集
団
と
位
置
付
け
、そ
の
価
値
を

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。本
校

に
は
幸
い
、定
員
以
上
の
受
験
者
が
集

ま
り
ま
す
が
、工
業
高
校
一
般
で
言
え
ば
、

定
員
割
れ
が
当
た
り
前
の
時
代
で
す
。

白
井　

入
学
時
点
と
卒
業
時
点
の
ミ
ス

マッ
チ
と
い
う
課
題
は
、本
校
に
も
共
通

す
る
課
題
で
す
。人
手
不
足
の
時
代
で

す
か
ら
建
設
企
業
か
ら
の
求
人
は
あ
っ

て
も
、施
工
管
理
と
い
う
仕
事
が
知
ら

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

建
築
業
界
の
関
係
者
と
話
す
と
、施

工
管
理
技
術
者
が
い
な
い
と
仕
事
を
受

注
で
き
な
い
と
言
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
で

は
産
業
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
２
０
１
０
年
度
、建
築
監
督

科
と
い
う
４
年
制
課
程
を
新
設
し
ま
し

た
。こ
れ
は
ま
さ
に
、建
設
企
業
へ
の
就

職
を
想
定
し
施
工
管
理
技
術
者
を
育

成
す
る
課
程
で
す
。実
際
、卒
業
生
の

大
多
数
は
大
手
建
設
企
業
に
就
職
し

て
い
ま
す
。

　

共
通
の
課
題
を
抱
え
る
神
奈
川
工

業
高
校
側
と
話
す
中
で
意
気
投
合
し
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
想
が
生
ま
れ
ま
し

た
。さ
ら
に「
出
口
」が
明
確
な
ら
よ
り

具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
示
せ
る
と
い

う
狙
い
か
ら
、建
築
監
督
科
設
立
時
に

も
協
力
い
た
だ
い
た
清
水
建
設
に
話
を

持
ち
掛
け
た
と
い
う
経
緯
で
す
。

佐
藤　

施
工
管
理
を
担
う
人
材
の
確

保
に
つ
い
て
今
後
ど
う
す
べ
き
か
考
え

て
い
た
矢
先
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
想

を
お
聞
き
し
、参
画
を
決
め
ま
し
た
。

大
学
建
築
学
科
の
卒
業
生
や
修
了
生

が
将
来
減
っ
て
い
く
中
、施
工
管
理
と
い

う
仕
事
の
魅
力
を
も
っ
と
訴
求
し
て
い

く
べ
き
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止
と
い
う

観
点
か
ら
も
有
意
義
で
す
。ミ
ス
マッ
チ

と
は
、施
工
管
理
と
い
う
仕
事
へ
の
理
解

が
不
十
分
な
ま
ま
、実
際
に
そ
の
仕
事

に
就
い
た
と
き
に
生
じ
が
ち
で
す
。若

年
層
の
早
期
離
職
に
も
つ
な
が
る
こ
と

だ
け
に
、そ
う
し
た
事
態
は
防
ぎ
た
い
。

施
工
管
理
と
い
う
仕
事
へ
の
理
解
を
広

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
今
後
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を

通
し
て
ど
の
よ
う
な
展
開
を
期
待
さ
れ

ま
す
か
。

栗
山　

東
京
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
を
経

て
清
水
建
設
に
入
社
し
、現
場
で
活
躍

す
る
よ
う
に
な
っ
た
施
工
管
理
技
術
者

が
、本
校
の
卒
業
生
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
活
動
に
参
画
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

白
井　

ま
ず
は
、施
工
管
理
技
術
者
を

目
指
す
若
者
が
増
え
る
こ
と
、ま
た
そ

れ
を
目
指
す
に
は
専
門
学
校
の
職
業

教
育
が
有
効
で
あ
る
と
広
く
理
解
い
た

だ
く
こ
と
、そ
し
て
社
会
全
体
で
施
工

管
理
技
術
者
を
育
成
し
よ
う
と
い
う

機
運
が
高
ま
る
こ
と
、そ
う
し
た
展
開

に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

佐
藤　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を
通

し
て
施
工
管
理
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た

人
材
が
即
戦
力
と
し
て
入
社
し
職
場

に
定
着
す
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
ま

す
。そ
う
な
っ
て
初
め
て
、「
活
動
し
て

き
て
良
か
っ
た
」と
評
価
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全国へ高卒施工管理技術者
多数輩出校

日本で唯一、
施工管理技術者養成学科設置校

【教育期間】4年間
【実施学科】建築監督科

【教育期間】３年間
【実施学科】建設科

●7年間を通したマインドセット・スキルセット育成のためのノウハウ提供
●カリキュラム作成のための援助
●実感経験の提供　メンタリング、職場訪問、講話
●実践経験の提供　インターンシップ
●建設企業への就労と活躍の道筋を支援

工業高校 専門学校

企業

次世代建築リーダー

清水建設をはじめとする
建設企業へ就職

●次世代建築リーダーへのキャリアパス

若
年
層
の
早
期
離
職
対
策
へ

就
職
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
防
止

保
護
者
に
伝
わ
る
取
り
組
み

進
路
相
談
で
の
理
解
に
期
待

建設工事が計画通りスムーズに進むようにさまざまな

面で管理・監督する国家資格を有する技術者。施工計

画の作成、工程管理、品質管理、技術的指導といった役

割を担う。

施工管理技術者とは

特集 みちびく
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団
地
や
ニュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
を
通
じ

て
時
代
の
要
請
に
見
合
う
新
し
い
暮
ら

し
方
を
提
案
し
て
き
た
の
が
、現
在
の

独
立
行
政
法
人	

都
市
再
生
機
構（
以

下
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）で
あ
る
。そ
の
Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
が
令
和
５
年（
２
０
２
３
）

９
月
、東
京
・
赤
羽
に
情
報
発
信
施
設

「
Ｕ
Ｒ
ま
ち
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」を
開
館
し
た
。そ
こ
で
は
過
去
か
ら

未
来
に
向
か
う
暮
ら
し
の
変
遷
を
一
望

で
き
る
。

ＪＲ
赤
羽
駅
か
ら
西
に
向
か

い
、高
台
に
上
が
る
と
、Ｕ

Ｒ
都
市
機
構
の
前
身
で
あ
る
日

本
住
宅
公
団
時
代
の
昭
和
37
年

（
１
９
６
２
）に
入
居
を
開
始

し
た
旧
赤
羽
台
団
地
が
広
が
る
。

平
成
12
年（
２
０
０
０
）に
建
て

替
え
事
業
に
着
手
し
、令
和
６
年

（
２
０
２
４
）10
月
に
は
最
後
の

建
て
替
え
住
棟
を
完
成
さ
せ
た
。

名
称
は
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
赤
羽
台
。総

戸
数
は
約
２
８
０
０
戸
に
及
ぶ
。

　
「
Ｕ
Ｒ
ま
ち
と
く
ら
し
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
、こ
の
建
て
替

え
団
地
の
一
角
。地
上
５
階
建

て
の
板
状
住
棟
１
棟
と
ス
タ
ー

ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
放
射
状
住

棟
３
棟
、地
上
４
階
建
て
の
新

築
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
棟
、新
た
に
整

備
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
ひ
ろ
ば

―
こ
れ
ら
大
き
く
３
つ
の
要

素
で
構
成
さ
れ
る
。

見
所
の
一つ
は
、板
状
と
放
射
状
の

保
存
住
棟
４
棟
で
あ
る
。こ
れ

ら
の
建
造
物
は
令
和
元
年（
２
０
１
９
）

12
月
、国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
た
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
管
理
・
運
営

す
る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構	

本
社
技
術
監
理

部	

企
画
課	

主
査
の
野
口	

聖
太
氏
は

「
団
地
と
し
て
初
め
て
、国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
」と
胸

を
張
る
。

　

建
造
物
の
価
値
は
、一
般
社
団
法
人

日
本
建
築
学
会
が
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
宛

て
に
平
成
30
年（
２
０
１
８
）７
月
に
提

出
し
た
保
存
活
用
に
関
す
る
要
望
書

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、

公
団
初
期
の
団
地
計
画
の
成
果
と
景

観
形
成
に
お
け
る
役
割
と
い
う
２
つ
の

観
点
か
ら
高
く
評
価
で
き
る
と
い
う
。

　

見
所
の
も
う
一つ
は
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

棟
内
に
復
元
さ
れ
た
４
地
区
の
６
住

戸
で
あ
る
。４
地
区
は
、同
潤
会
代

官
山
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト（
東
京
都
渋
谷

区
）の
他
は
、公
団
黎
明
期
の
も
の
。蓮

根
団
地（
同
板
橋
区
）、晴
海
高
層
ア

パ
ー
ト（
同
中
央
区
）、多
摩
平
団
地

テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス（
同
日
野
市
）だ
。Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
が
東
京
都
八
王
子
市
内
で

令
和
４
年（
２
０
２
２
）３
月
ま
で
運

営
し
て
い
た
旧
集
合
住
宅
歴
史
館
の

展
示
住
戸
を
移
築・設
置
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
住
戸
は
、た
だ
昔
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
懐
か
し
む
だ
け
の
も
の
で
は

な
い
。そ
こ
に
は
、時
代
の
要
請
に
見
合

う
新
し
い
暮
ら
し
方
の
提
案
が
見
ら

れ
る
。

　

典
型
例
は
、蓮
根
団
地
の
２
Ｄ
Ｋ
住

戸
で
あ
る
。「
Ｄ

Ｋ
」と
は
、い
ま

さ
ら
言
う
ま
で

も
な
く
ダ
イ
ニ

ン
グ
キ
ッ
チ
ン
の

こ
と
。食
事
を

楽
し
む
空
間
を

キ
ッ
チ
ン
と
一
体

の
Ｄ
Ｋ
と
し
て

独
立
さ
せ
、食

寝
分
離
を
提

案
し
た
の
で
あ

る
。慣
れ
な
い
居
住
者
に
そ
う
し
た
暮

ら
し
方
を
促
そ
う
と
、Ｄ
Ｋ
に
は
ダ
イ
ニ

ン
グ
テ
ー
ブ
ル
を
備
え
付
け
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
の
狙
い
は
、Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
の
事
業
や
社
会
的
な
役
割

を
広
く
一
般
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、そ

れ
ら
に
対
す
る
理
解
を
促
し
認
知
度

を
高
め
る
こ
と
。見
所
で
挙
げ
た
の
は

い
ず
れ
も
賃
貸
住
宅
で
の
過
去
の
取

り
組
み
だ
が
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
は
現

在
、都
市
再
生
や
震
災
復
興
に
も
取
り

組
み
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
で
は
そ
れ
ら
の

紹
介
に
も
ス
ペ
ー
ス
を
割
く
。

開
館
か
ら
約
１
年
。１
日
３
回
の

無
料
ツ
ア
ー
形
式
で
一
般
公
開

す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
棟
の
人
気
は
想
定

を
上
回
る
と
い
う
。「
ツ
ア
ー
参
加
者

は
開
館
１
年
で
１
万
人
と
踏
ん
で
い
ま

し
た
が
、早
く
も
開
館
９
か
月
で
１
万

人
を
超
え
ま
し
た
。土
曜
日
の
回
は
２

か
月
前
の
予
約
開
始
後
に
す
ぐ
に
埋

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。家
族
連
れ
や
若

者
の
姿
も
目
立
ち
ま
す
」と
野
口
氏
は

い
う
。

　

人
気
の
秘
密
は
復
元
住
戸
か
ら
受

け
取
れ
る
生
活
感
に
あ
る
の
で
は
、と

野
口
氏
は
み
る
。「
復
元
住
戸
の
中
に

入
れ
ま
す
か
ら
、当
時
の
暮
ら
し
を
体

感
で
き
ま
す
。満
足
度
調
査
で
は
、ツ

ア
ー
参
加
者
の
９
割
以
上
が
満
足
と
い

う
結
果
で
す
」

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
目
線
は
、過
去
か

ら
現
在
ま
で
だ
け
で
な
く
未
来
も
見

す
え
る
。そ
の
舞
台
に
な
る
の
が
、保
存

住
棟
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
棟
の
間
に
広
が

る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
ひ
ろ
ば
で
あ
る
。こ

の
空
間
で
は
、団
地
に
新
た
な
風
景
を

生
み
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
を

仕
掛
け
る
。

　

提
唱
者
は
、施
設
Ｐ
Ｒ
に
向
け

た
戦
略
の
企
画
・
立
案
を
担
う
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
役
を
務
め
る
馬
場	

正
尊
氏

（
オ
ー
プ
ン
・エ
ー
代
表
取
締
役
・
東
北

芸
術
工
科
大
学
教
授
）で
あ
る
。実
証

実
験
の
取
り
組
み
風
景
も
、ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
お
け
る
展
示
の
一つ
と
い
う
位
置

付
け
だ
。

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

で
は「
ま
ち
と
く

ら
し
の
ト
ラ
イ
ア

ル
コ
ン
ペ
」を
実
施

し
た
。団
地
に
新

た
な
風
景
を
生

み
出
す
活
動
、デ

ザ
イ
ン
、ビ
ジ
ネ
ス

の
ア
イ
デ
ア
を
令

和
５
年
12
月
か

ら
令
和
６
年
１
月

に
か
け
て
公
募
し
、

同
年
３
月
に
は
、

応
募
84
点
の
中
か

ら
最
優
秀
賞「
赤

羽
台
農
耕
団
地
」

の
他
８
点
を
受

賞
企
画
と
し
て
選

ん
だ
。

　

ひ
ろ
ば
で
の
実

証
実
験
と
は
ま

ず
、こ
れ
ら
計
９

点
の
受
賞
企
画
で
あ
る
。

　
「
提
案
者
自
ら
に
ト
ラ
イ
ア
ル
実

践
し
て
も
ら
い
ま
す
。将
来
、共
同
で

新
た
な
事
業
創
出
に
つ
な
げ
る『
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
』と
な
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
」（
野
口
氏
）

　

ト
ラ
イ
ア
ル
実
践
は
、地
域
住
民
を

集
め
、に
ぎ
や
か
な
風
景
が
施
設
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
る
一
方
で
、そ
こ
に
集
う
人

同
士
の
つ
な
が
り
を
も
生
む
。コ
ミ
ュニ

テ
ィ
ー
形
成
の
起
点
と
も
な
る
わ
け

だ
。「
交
流
こ
そ
が
団
地
の
価
値
」と

言
い
切
る
野
口
氏
。団
地
に
お
け
る
未

来
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
が
、こ
の
ひ
ろ

ば
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
の
を
期
待
し

て
い
る
。

団
地
初
の
登
録
有
形
文
化
財

４
地
区
の
復
元
住
戸
も
移
築

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ひ
ろ
ば
で

新
た
な
風
景
生
み
出
す
実
験

昭和32年（1957）に入居開始した蓮根団地の一室。食堂と
台所を合わせたダイニングキッチンが登場し、食事は畳の上で
ちゃぶ台を囲むスタイルから大きく転換した

まちとくらしのトライアルコンペ　最優秀賞「赤羽台農耕団地」　 応募者：株式会社 キタバ・ランドスケープ東京事務所
（提供：独立行政法人 都市再生機構）

（提供：独立行政法人 都市再生機構）

暮らしをみちびく

特集 みちびく

独立行政法人 都市再生機構
本社技術監理部 企画課 主査野

の ぐ ち

口 聖
しょうた

太

ルポ

過去から未来へ暮らしを「みちびく」
団地の価値は地域住民の交流にある

ＵＲまちとくらしのミュージアム 見学のご案内
場　　所：東京都北区赤羽台１丁目4−50
 （JR赤羽駅から徒歩8分）
入 場 料：無料
開館時間：10:00～17:00
見学方法：事前予約制　ツアー形式
 10:00～／13:00～／15:00～ 
 （各回90分程度）
 予約については、同館ウェブサイトを
 ご覧ください。
休 館 日：水曜日・日曜日・祝日（年末年始・臨時休館あり）
電　　話：(03)3905-7550(休館日を除く10:00～17:00)
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地
域
の
話
題

よ
り
み
ち 

こ
の
街

Vol.30

大
学
の
建
築
学
科
創
設
時
に
教
授
と
な
り
、

後
進
を
「
み
ち
び
い
た
」
大
建
築
家
た
ち

後進をみちびく

特集 みちびく
　

日
本
の
近
代
建
築
の
祖
で
あ
り
、後

に
東
京
大
学
の
建
築
学
科
に
発
展
す

る
工
部
大
学
校
造
家
学
科
の
教
授
と

し
て
学
生
た
ち
の
教
育
に
あ
た
っ
た
の

は
、イ
ギ
リ
ス
人
お
雇
い
外
国
人
の
ジ
ョ

サ
イ
ア・コ
ン
ド
ル
。そ
の
弟
子
で
あ
る

辰
野
金
吾
や
片
山
東
熊
た
ち
が
、日
本

人
建
築
家
の
第
一
世
代
と
し
て
、さ
ら

に
そ
の
後
進
た
ち
を
指
導
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

や
が
て
私
学
で
も
建
築
学
科
が
創

設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、指
導
方

針
を
決
め
、教
授
陣
を
揃
え
る
に
は
、

そ
の
中
心
的
な
存
在
が
必
要
と
さ
れ

た
。今
回
は
、建
築
作
品
に
お
い
て
も

多
く
の
実
績
を
残
し
な
が
ら
、そ
う

し
た
教
育
的
な
役
割
で
学
生
た
ち
を

導
い
た
建
築
家
の
姿
を
見
て
い
こ
う

と
思
う
。

　

早
稲
田
大
学
の
建
築
学
科
が
創
設

さ
れ
た
の
は
明
治
43
年（
１
９
１
０
）。

東
大
建
築
学
科
出
身
の
佐
藤
功
一

（
１
８
７
８

－

１
９
４
１
）は
、
師

で
あ
る
辰
野
金
吾
の
推
薦
に
よ
り
早

大
建
築
学
科
の
主
任
教
授
に
就
任
。そ

の
準
備
の
た
め
に
欧
米
各
国
の
視
察
に

も
赴
い
た
。

　

建
築
学
科
創
設
の
初
期
に
お
い
て
は
、

佐
藤
が
構
造
設
計
以
外
の
す
べ
て
の
分

野
の
講
義
を
受
け
持
ち
、東
大
の
恩
師・

伊
東
忠
太
、後
輩
で
あ
る
岡
田
信
一
郎
、

大
学
院
生
だ
っ
た
内
藤
多
仲
と
い
っ
た

錚そ
う
そ
う々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
し
て
佐

藤
を
助
け
た
。

　

佐
藤
功
一
は
教
育
と
同
時
に
建
築
設

計
の
仕
事
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、

62
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
２
３
３
件
も
の

作
品
を
手
掛
け
、こ
れ
は
２
か
月
に
一

作
品
と
い
う
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚

く
。そ
の
設
計
に
は
、早
大
卒
業
生
の

所
員
た
ち
が
あ
た
り
、こ
れ
が
実
地
に

お
け
る
教
育
と
経
験
に
も
な
っ
た
。

　

現
存
す
る
作
品
に
は
佐
藤
の
郷
里

で
あ
る
栃
木
県
や
、群
馬
、滋
賀
な
ど
の

県
庁
舎
、岩
手
県
公
会
堂
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
功
績
を
偲し

の
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

　

代
表
作
に
は
早
稲
田
大
学
大
隈
記

念
講
堂（
１
９
２
７
年
築
）、日
比
谷
公

会
堂・市
政
会
館（
１
９
２
９
年
築
）が

あ
り
、重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
大
隈
講
堂
は
、早
大
の
弟
子
で
あ
る

佐
藤
武
夫
が
音
響
面
で
、内
藤
多
仲
が

構
造
面
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
た
。現
在
も

早
稲
田
大
学
の
象
徴
と
し
て
そ
の
威
容

を
誇
っ
て
い
る
。

　

日
比
谷
公
会
堂
は
、関
東
大
震
災
後

に
市
政
会
館
と
一
体
化
し
て
建
設
さ
れ

た
日
本
で
最
初
の
音
楽
ホ
ー
ル
。現
在

は
耐
震
性
の
問
題
が
あ
り
ホ
ー
ル
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、築
１
０
０
年

を
迎
え
る
２
０
２
９
年
に
は
利
用
再
開

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、今
後

も
東
京
を
代
表
す
る
建
築
遺
産
と
し

て
保
存
活
用
さ
れ
て
い
く
よ
う
だ
。

　

昭
和
39
年（
１
９
６
４
）の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
第
２
会
場
と
し
て
使
用

さ
れ
た
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総

合
運
動
場
体
育
館
や
、銀
座
の
ソ
ニ
ー

ビ
ル（
１
９
６
６
年
築
）な
ど
の
作
品

で
脚
光
を
浴
び
た
建
築
家・芦
原
義
信

（
１
９
１
８

－２
０
０
３
）は
、商
業
建

築
や
企
業
の
本
社
ビ
ル
な
ど
も
数
多
く

手
掛
け
て
い
る
が
、意
外
に
学
究
派
で

も
あ
る
。

　

戦
前
に
東
京
帝
大
の
建
築
学
科
を

卒
業
後
、従
軍
し
、戦
後
に
は
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
に
留
学
。ニュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ル
セ

ル・ブ
ロ
イ
ヤ
ー
の
事
務
所
で
修
業
。帰

国
後
は
昭
和
31
年（
１
９
５
６
）に
事
務

所
を
設
立
し
、国
内
で
大
い
に
活
躍
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
芦
原
が
大
学
で
の
建
築
教
育
に

関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、当
初
は
法

政
大
学
に
お
い
て
だ
っ
た
。ニュ
ー
ヨ
ー
ク

滞
在
時
に
知
り
合
っ
た
、法
政
大
学
建

築
学
科
創
設
者
で
あ
る
大
江
宏
に
頼

ま
れ
、最
初
は
法
政
の
講
師
に
、後
に
教

授
に
な
る
が
、武
蔵
野
美
術
大
学
が
新

た
に
建
築
学
科
を
創
設
す
る
の
に
際
し
、

そ
の
主
任
教
授
と
な
っ
た
。武
蔵
美
の
、

「
校
舎
を
設
計
で
き
る
」「
学
閥
の
関

係
な
し
に
教
授
を
集
め
て
よ
い
」と
い

う
話
を
魅
力
的
に
感
じ
、こ
ち
ら
に
移

籍
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、母
校
で
あ
る
東
大
が
新

た
な
設
計
講
座
を
作
る
と
い
う
こ
と

で
、東
大
教
授
に
就
任
す
る
が
、定
年

で
退
官
後
は
、再
び
武
蔵
野
美
術
大
学

教
授
に
就
任
。今
も
武
蔵
美
の
鷹
の
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、正
門
、本
館（
現
・１

号
館
）、中
央
広
場
、美
術
資
料
図
書
館

（
現
・
美
術
館
）、ア
ト
リ
エ
棟（
現
・４

号
館
）な
ど
数
多
く
の
芦
原
作
品
が
現

存
し
て
い
る
。

　

芦
原
の
代
表
作
で
あ
る
ソ
ニ
ー
ビ
ル
、

第
一
勧
業
銀
行
本
店
ビ
ル（
み
ず
ほ
銀

行
内
幸
町
本
部
ビ
ル
）は
近
年
相
次
い

で
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、駒
沢
公
園

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
は
今
も
健
在
だ
。

　

池
袋
の
東
京
芸
術
劇
場
は
、平
成
2

年（
１
９
９
０
）に
音
楽
と
演
劇
の
殿
堂

と
し
て
オ
ー
プ
ン
。大
中
小
の
ホ
ー
ル

を
縦
に
積
み
上
げ
た
積
層
構
造
、巨
大

な
ガ
ラ
ス
ア
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
、都
内
の
大
型
の
文
化
施
設
の
な
か

で
も
独
自
の
個
性
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

近
年
、劇
場
前
の
池
袋
西
口
公
園
に

は
屋
外
劇
場「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ン
グ
」が

設
け
ら
れ
、大
規
模
な
改
修
も
行
わ
れ

た
。こ
う
し
て
更
新
さ
れ
な
が
ら
、今
後

も
長
く
存
続
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
文
：
鈴
木
伸
子
）

武
蔵
美
を
は
じ
め
数
多
く
の
大
学
で

教
授
を
務
め
た
芦
原
義
信

早
大
建
築
の
礎
を
築
い
た

佐
藤
功
一

東京芸術劇場（1990年築　東京都豊島区　写真提供：公
益財団法人東京都歴史文化財団）

武蔵野美術大学鷹の台キャンパス4号館（竣工時はアトリエ棟　
1964年築　東京都小平市　写真提供：武蔵野美術大学）

駒沢オリンピック公園総合運動場体育館・管制塔（1964年築　
東京都世田谷区　2024年9月現在改修中　写真提供：公
益財団法人東京都スポーツ文化事業団）

日比谷公会堂・市政会館（1929年築　東京都千代田区）

栃木県庁舎（昭和館）（1938年築　栃木県宇都宮市　写真
提供：栃木県経営管理部管財課）

早稲田大学大隈記念講堂（1927年築　東京都新宿区　重要
文化財）

す
ず
き�

の
ぶ
こ　

東
京
生
ま
れ
。東

京
女
子
大
学
卒
業
後
、雑
誌『
東
京

人
』編
集
部
に
勤
務
。１
９
９
７
年
よ

り
副
編
集
長
。２
０
１
０
年
退
社
後
、

都
市
、建
築
、鉄
道
、ま
ち
歩
き
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
活
動
を
行
う
。

EAST TIMES  2024 秋号EAST TIMES  2024 秋号 1011



❼

美しい信仰のかたち美しい信仰のかたち
––教会建築へ「みちびく」教会建築へ「みちびく」
美しい信仰のかたち美しい信仰のかたち
––教会建築へ「みちびく」教会建築へ「みちびく」

厳
か
で
、凛
と
し
て
、襟
を
正
す
よ
う
な

美
し
さ
が
あ
る
教
会
建
築
。建
築
様
式
や

装
飾
に
注
目
し
て
眺
め
て
み
る
と
、実
に

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。

「
訪
れ
て
も
い
い
の
か
？
」と
臆
す
る
こ
と

な
か
れ
。マ
ナ
ー
を
守
り
、こ
の
美
し
い
空
間

へ
足
を
踏
み
入
れ
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
山
形
県
鶴
岡
市
の「
カ
ト
リ
ッ
ク

鶴
岡
教
会
天
主
堂
」。赤
い
塔
屋
と
白
い
壁

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
瀟し

ょ
う
し
ゃ洒な
天
主

堂
だ
。日
本
で
数
多
く
の
教
会
堂
の
設
計

を
手
掛
け
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
パ
ピ
ノ
神
父
が

設
計
し
、地
元
の
大
工
の
棟
梁
相
馬
富
太

郎
が
施
工
し
た
。明
治
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
建

築
の
傑
作
と
し
て
名
高
く
、国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
は
東
京
都
目
黒
区
に
あ
る「
カ

ト
リ
ッ
ク
碑ひ

も
ん
や

文
谷
教
会（
目
黒
サ
レ
ジ
オ
教

会
）」。白
を
基
調
と
し
た
優
し
い
外
観
が

緑
豊
か
な
住
宅
街
の
景
観
に
馴
染
ん
で
い

る
。聖
堂
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、そ
こ

は
イ
タ
リ
ア
の
優
れ
た
伝
統
的
宗
教
芸
術

の
宝
庫
。光
沢
を
た
た
え
る
イ
タ
リ
ア
産

の
大
理
石
の
柱
、色
鮮
や
か
な
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
、美
し
い
彫
像
、日
本
最
大
規
模
の
壁

と
天
井
の
フ
レ
ス
コ
画
が
荘
厳
で
神
聖
な

空
間
を
創
り
出
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、全
国
に
は
美
し
い
空
間
を

持
つ
教
会
が
数
多
く
あ
る
。事
前
に
各
教

会
へ
確
認
の
う
え
、静
か
に
教
会
建
築
を

鑑
賞
し
て
ほ
し
い
。

1．カトリック鶴岡教会天主堂（1903年竣工　山形県鶴岡市　重要文化財）　
2.カトリック碑文谷教会（目黒サレジオ教会）（1954年竣工　東京都目黒区）　
3.金

かんなり

成ハリストス正教会は、昭和初期の教会建築の遺構として栗原市指定
有形文化財に指定、みやぎ新観光名所100選にも選定されている。（1934年
竣工　宮城県栗原市　写真提供：同教会）　4.カトリック鈴鹿教会は、動き
のある生き生きとした形をした屋根を持つ現代的なデザインが特徴だ。（2015
年竣工　三重県鈴鹿市　写真提供：株式会社アルファヴィル一級建築士事

務所　Photo:�Toshiyuki�Yano）　5.外装はステンレス・スチール張り、内部には柱が1本もないユニークな造りの東京カテドラ
ル聖マリア大聖堂。世界的建築家・丹下健三が残した名建築。（1964年竣工　東京都文京区　写真提供：カトリック東京大司
教区）　6.当時副輔祭であった河村伊蔵が設計し、地元白

しらかわ

河の大工の棟梁中村新太郎が施工した白河ハリストス正教会聖堂。
（1915年竣工　福島県白河市　県指定重要文化財（建造物）　写真提供：同教会）　7.日本聖公会川越キリスト教会礼拝堂
は、ノアの方舟をイメージした構造で、二重合掌造りの天井は船の底をイメージしている。（1921年竣工　埼玉県川越市　国登
録有形文化財（建造物）　写真提供：同教会）　8.敷地が細川大名家の屋敷跡であったことから、細川ガラシャとキリシタン大名
高山右近の石像が大聖堂前広場にある大阪高松カテドラル聖マリア大聖堂（カトリック玉造教会)。（1963年竣工　大阪府大阪
市　写真提供：カトリック大阪高松大司教区教区本部事務局）
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美しい空間へ
みちびく
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地方自治体における電子入札の
現況について

電
子
入
札
は
、応
札
者
が
入
札
の
た

め
に
発
注
機
関
へ
赴
く
手
間
と
移
動

時
間
が
縮
減
さ
れ
、入
札
関
係
書
類
の

郵
送
費
用
も
縮
減
さ
れ
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、応
札
者
の
入
札
１
件
あ
た
り
に

か
か
る
手
間
と
時
間
が
縮
減
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、入
札
参
加
機
会
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、発
注
機

関
に
と
っ
て
も
入
札
参
加
者
数
の
増
加

に
伴
う
競
争
性
の
向
上
が
期
待
で
き

る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
で

す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
電
子
入
札

は
、平
成
14
年（
２
０
０
２
）の
国
土
交

通
省
で
の
本
格
導
入
以
降
、国
の
機
関

の
み
な
ら
ず
地
方
自
治
体
に
も
広
ま

り
、令
和
６
年（
２
０
２
４
）３
月
末
時

点
で
市
区
町
村
の
導
入
率
は
５
割
を

突
破
し
て
い
ま
す
。（
図
表
１
参
照
）。

電
子
入
札
を
導
入
し
て
い
る
地
方

自
治
体（
図
表
２
参
照
）の
多
く
で
採

用
さ
れ
て
い
る
の
が「
電
子
入
札
コ
ア

シ
ス
テ
ム
※
」で
す
。こ
れ
は
、公
共
発

注
機
関
に
お
け
る
電
子
入
札
の
円
滑

な
導
入
を
支
援
す
る
た
め
に
開
発
さ

れ
た
シ
ス
テ
ム
で
、発
注
機
関
ご
と
に

独
自
に
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
の
に
比

べ
、開
発
コ
ス
ト
と
運
用
コ
ス
ト
を
縮

減
す
る
こ
と
が
で
き
、全
国
各
地
の
地

方
自
治
体
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

応
札
者
に
と
っ
て
も
、電
子
入
札
で

必
要
な
電
子
証
明
書
を
１
枚
取
得
す

る
だ
け
で
、電
子
入
札
コ
ア
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
発
注
機
関

へ
の
入
札
参
加
が
可
能
と
な
る
こ
と
、

発
注
機
関
が
異
な
る
場
合
で
も
ほ
ぼ

同
じ
操
作
で
入
札
に
参
加
で
き
る
こ

と
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
本
電
子
認
証（
株
）が
提
供
す
る

「
A
O
S
i
g
n
サ
ー
ビ
ス
」は
、電
子

入
札
コ
ア
シ
ス
テ
ム
対
応
の
I
C
カ
ー

ド
で
、公
共
発
注
機
関
の
電
子
入
札
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
た
親
切
丁

寧
な
対
応
に
よ
り
信
頼
を
い
た
だ
き
、

お
か
げ
さ
ま
で
電
子
証
明
書
の
発
行

枚
数
は
営
業
開
始
以
来
64
万
枚
を
超

え
て
お
り
ま
す
。

電
子
入
札
へ
の
参
加
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
は
、日
本
電
子
認
証（
株
）へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●図表１ 全国市区町村の電子入札導入数と導入率（建設工事）
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日本電子認証株式会社調べ

〒104-0045 東京都中央区築地5-5-12 浜離宮建設プラザ3F 

（0120）714-240
https://www.ninsho.co.jp

日本電子認証（略称：NDN、東日本保証グループ企業）は、電子商取引の安全・安心を提供することを目的と
して、前払金保証事業会社、建設企業、金融機関、ITベンダーの出資により平成13年(2001)に設立されま
した。電子入札、電子申告、電子申請に利用できる電子証明書を発行しておりますので、電子証明書の取得
をお考えの際には、ぜひNDNまでお問い合わせください。

多
く
の
地
方
自
治
体
が
採
用

「
電
子
入
札
コ
ア
シ
ス
テ
ム
」

A
O
S
i
g
n
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

市
区
町
村
の
導
入
率
が

５
割
を
突
破

法人認証カードサービスは、商業登記
電子証明書を複製できないカードに格
納してお届けするセキュリティサービス
です。国の多くの電子申請に利用する
ことができます。

AOSignサービスは、電子入札コアシ
ステム対応のICカードです。公共発注
機関の電子入札、e-Tax・eLTAXを含む
各種の電子申請に利用することができ
ます。

AOSignサービス 法人認証カードサービス

サービスのご案内

●図表２ 都道府県別 市区町村 電子入札導入状況（建設工事）

都道府県名 市区町村数 電子入札導入状況
導入数 導入率

北　海　道 179 5 2.8%

東
　
　
北

青森県 40 3 7.5%
岩手県 33 5 15.2%
宮城県 35 2 5.7%
秋田県 25 17 68.0%
山形県 35 2 5.7%
福島県 59 7 11.9%

東　北　計 227 36 15.9%

関
　
　
東

茨城県 44 31 70.5%
栃木県 25 15 60.0%
群馬県 35 27 77.1%
埼玉県 63 61 96.8%
千葉県 54 52 96.3%
東京都 62 55 88.7%
神奈川県 33 31 93.9%

関　東　計 316 272 86.1%

甲
信
越

長野県 77 7 9.1%
新潟県 30 15 50.0%
山梨県 27 2 7.4%

甲 信 越 計 134 24 17.9%

北
陸

富山県 15 11 73.3%
石川県 19 16 84.2%
福井県 17 17 100.0%

北　陸　計 51 44 86.3%

東
　
海

静岡県 35 32 91.4%
愛知県 54 54 100.0%
岐阜県 42 39 92.9%
三重県 29 7 24.1%

東　海　計 160 132 82.5%

都道府県名 市区町村数 電子入札導入状況
導入数 導入率

近
　
　
畿

滋賀県 19 18 94.7%
京都府 26 25 96.2%
大阪府 43 20 46.5%
兵庫県 41 30 73.2%
奈良県 39 14 35.9%
和歌山県 30 4 13.3%

近　畿　計 198 111 56.1%

中
　
　
国

鳥取県 19 2 10.5%
島根県 19 14 73.7%
岡山県 27 26 96.3%
広島県 23 18 78.3%
山口県 19 7 36.8%

中　国　計 107 67 62.6%

四
　
国

徳島県 24 14 58.3%
香川県 17 10 58.8%
愛媛県 20 20 100.0%
高知県 34 2 5.9%

四　国　計 95 46 48.4%

九
　
　
　
州

福岡県 60 22 36.7%
佐賀県 20 8 40.0%
長崎県 21 7 33.3%
熊本県 45 31 68.9%
大分県 18 18 100.0%
宮崎県 26 9 34.6%
鹿児島県 43 38 88.4%
沖縄県 41 2 4.9%

九　州　計 274 135 49.3%

合　　　　計 1,741 872 50.1%

近年、社会全体でDXが推進されており、政府の「デジタル社会の実現に向けた
重点計画」のもと、行政サービスのデジタル化も加速しています。インターネット
回線を利用した「電子入札」については、国土交通省をはじめとした国の機関や都
道府県のみならず、多くの地方自治体で導入が進んでいます。

※
電
子
入
札
コ
ア
シ
ス
テ
ム
：
国
や
地
方
自

治
体
な
ど
の
公
共
発
注
機
関
に
お
け
る
電

子
入
札
の
円
滑
な
導
入
を
支
援
す
る
た
め
、

一
般
財
団
法
人
日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン

タ
ー
と
一
般
財
団
法
人
港
湾
空
港
建
設

技
術
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
電
子

入
札
シ
ス
テ
ム

令和6年（2024）3月31日現在
日本電子認証株式会社調べ

EAST TIMES  2024 秋号EAST TIMES  2024 秋号 1415



建
設
の
幻
獣
１

レ
ヴ
ェ
ラ
ー
ほ
か

は
じ
め
に

　

建
設
に
関
す
る
伝
説
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
幻

獣
が
登
場
し
ま
す
。だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
鬼

や
河カ
ッ
パ童
な
ど
も
、伝
説
の
中
で
は
用
水
路
を

造
っ
た
り
、階
段
を
造
っ
た
り
、堤
防
を
造
っ
た

り
、さ
ま
ざ
ま
な
建
設
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
、お
り
お
り
何
回
か
に
わ
け
て
、そ

う
いっ
た「
建
設
の
幻
獣
」た
ち
を
ご
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
本
稿
で
い
う「
幻
獣
」と
は
、空
想
上
の

動
物
、妖
怪
な
ど
に
加
え
て
、神
や
仙
人
や
聖

人
な
ど
人
の
姿
で
あ
り
な
が
ら
も
超
越
的
な

力
を
持
つ
と
さ
れ
る
存
在
も
含
め
て
い
ま
す
。

レ
ヴ
ェ
ラ
ー

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
出
身
の
作
家
ホ
ル
ヘ・
ル

イ
ス・
ボ
ル
ヘ
ス（
１
８
９
９

－

１
９
８
６
）の

『
幻
獣
辞
典
』に
、「
地
面
を
均な
ら

す
も
の
・

B
odendrücker

」と
し
て
、レ
ヴ
ェ
ラ
ー
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ル
ヘ
ス
は
幻
想
的
な
短
編
作
品
で
知
ら
れ
、

翻
訳
と
解
説
を
担
当
し
た
柳
瀬
尚
紀
は
彼
に

つ
い
て「
こ
の
書し
ょ
い
ん淫
の
怪
物
は
常
に
図
書
館
に

住
み
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
類
の
書
物
を
貪む
さ
ぼり
食

い
、そ
れ
を
こ
と
ご
と
く
記
憶
の
胃
液
に
と
か

し
て
想
像
力
の
臓
腑
を
養
い
、そ
し
て
め
っ
た

に
忘
却
の
排
泄
を
し
な
い
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
る
で
、ボ
ル
ヘス
自
身
が
幻
獣
の
よ
う
で
す
。

　

本
書
は
、ボ
ルヘス
が
中
世
ラ
テ
ン
語
、フ
ラ
ン

ス
語
、ド
イ
ツ
語
、イ
タ
リ
ア
語
な
ど
な
ど
の
原

著
を
く
ま
な
く
渉
猟
し
て
、他
書
で
は
知
り

え
な
い
幻
獣
の
数
々
が
編
ま
れ
て
お
り
、平
成

27
年（
２
０
１
５
）に
は
河
出
書
房
新
社
か
ら

文
庫
版
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、レ
ヴ
ェ
ラ
ー
と
は
、１
８
４
０
年
か
ら

１
８
６
４
年
の
間
に
バ
イ
エ
ル
ン
の
音
楽
家
で

教
師
の
ヤ
コ
ブ・ロ
ル
バ
ー
が
、「
光
の
父
」か
ら

太
陽
系
の
天
体
の
人
類
、動
物
、植
物
に
関

す
る
一
連
の
絶
え
ま
な
い
信
頼
に
足
る
啓
示

を
得
て
知
り
え
た
ミ
ロ
ン

（
海
王
星
）の
家
畜
の
こ

と
で
す
。

　
「
象
に
酷
似
し
て
い
る
が
、胴
回
り
は
十
倍

も
あ
り
、太
い
鼻
は
短
か
め
で
、牙
は
ま
っ
す
ぐ

で
長
い
。皮
は
淡
い
緑
色
を
し
て
お
り
、四
足

は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
、蹄ひ
づ
めの
と
こ
ろ
で
驚
く
ほ
ど

広
が
っ
て
い
る
。そ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
が
胴

体
に
ピ
ン
で
と
め
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。レ

ヴ
ェ
ラ
ー
は
建
築
師
や
煉れ
ん
が瓦
工
よ
り
先
に
建

築
現
場
の
で
こ
ぼ
こ
し
た
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
い

か
れ
、そ
こ
で
蹄
や
鼻
や
牙
を
使
っ
て
、地
面
を

均
し
た
り
固
め
た
り
す
る
」

羊ヒ
ツ
ジ

　

中
国
の
河
北
省　

石せ
っ
か
そ
う

家
荘
市
に
あ
る
趙
ち
ょ
う
し
ゅ
う州

橋
は
、浅
い
谷
を
越
え
る
ア
ー
チ
橋
で
、白
い
石

肌
が
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
だ
と
い
い
ま
す
。現
存

す
る
中
国
最
古
の
橋
で
、６
世
紀
か
ら
７
世
紀

の
隋
の
頃
に
時
の
名
工
李り
し
ゅ
ん春
、李り
つ
う通
ら
に
よ
っ

て
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、伝
説
で
は
魯ろ
は
ん班
と
い
う
人
が
架

け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
人
物
は
春

秋
時
代
の
工
匠
で
、巧
み
な
建
築
や
出
来
そ

う
も
な
い
こ
と
成
し
遂
げ
た
話
に
は
、よ
く

登
場
す
る
よ
う
で
す
。つ
ま
り
、日
本
で
い
え

ば
左
甚
五
郎
の
よ
う
な
存
在
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

さ
て
、趙
州
橋
の
伝
説
に
つ
い
て
、武
部
健
一

（
訳・編
）の『
中
国
名
橋
物
語
』か
ら
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
橋
が
欲
し
い
と
い
う
人
々
の
願
い
を
受
け

て
、魯
班
は
大
き
な
石
の
ア
ー
チ
橋
を
つ
く
る

こ
と
に
し
た
。し
か
し
、巨
石
の
採
掘
や
運
搬

が
ま
ま
な
ら
な
い
。す
る
と
、天
の
最
高
神
の

命
を
受
け
た
神
童
が
現
れ
、川
の
両
岸
ぞ
い
に
、

羊
の
群
れ
を
橋
の
建
築
現
場
ま
で
追
い
立
て

た
。現
場
に
つ
い
た
羊
た
ち
は
、こ
と
ご
と
く
石

材
や
橋
面
の
石
板
、美
し
い
彫
刻
の
施
さ
れ
た

欄
干
の
柱
や
飾
り
板
な
ど
に
姿
を
変
え
、橋

は
無
事
に
完
成
し
た
」

ガ
ー
ゴ
イ
ル

　
「
ガ
ー
ゴ
イ
ル　

gargoyle　

中
世
建
築
に

お
い
て
、軒
先
に
取
り
付
け
ら
れ
る
雨
水
の
落

し
口
、し
ば
し
ば
グ
ロ
テ
ス
ク
な
鳥
獣
と
し
て

形
づ
く
ら
れ
る
」（
彰
国
社　
『
建
築
大
辞
典　

第
２
版
』）

　

ガ
イ
ア
ブ
ッ
ク
ス『
世
界
の
建
築
様
式　

歴

史
的
古
代
建
造
物
７
５
０
の
建
築
デ
ィ
テ
ー

ル
』で
は
、「
ガ
ー
ゴ
イ
ル（
樋ひ
は
し嘴
）　

ガ
ー
ゴ
イ

ル
は
建
物
の
屋
根
か
ら
突
き
出
し
た
動
物
の

形
を
し
た
吐
水
口
で
、す
べ
て
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。奇
怪
な

動
物
や
人
間
の
形
を
し
、口
か
ら
水
を
吐
き

出
す
」な
ど
と
あ
り
ま
す
。

　

ガ
ー
ゴ
イ
ル
に
共
通
す
る
の
は
、い
ず
れ
も

雨
水
吐
き
の
建
築
機
能
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
世
界
の
翼
を
持
つ
悪
魔
の
よ
う

な
動
く
石
像
の
イ
メ
ー
ジ
は
、本
来
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、尾
形
希
和
子
の『
教
会
の
怪
物
た

ち　

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
図
像
学
』に
よ
る
と
ノ
ー

ト
ル・ダ
ム
大
聖
堂
の
ガ
ー
ゴ
イ
ル
の
多
く
は
、

19
世
紀
の
修
復
の
際
に
建
築
家
ヴ
ィ
オ
レ・ル・

デ
ュッ
ク
ら
に
よ
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、

雨あ
ま
ど
い樋
の
役
割
は
な
く
純
粋
な
彫
刻
と
し
て
設
し
つ
ら

え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

螭ち
し
ゅ首

　

ガ
ー
ゴ
イ
ル
と
同
じ
く
、装
飾
と
排
水
口
を

兼
ね
て
い
る
の
が
中
国
の
螭
首
で
す
。楼ろ
う
ち
ん
し

慶
西

の『
中
国
の
建
築
装
飾
』か
ら
解
説
を
引
用
し

て
み
ま
す
。

　
「
重
要
な
部
分
の
高
欄
に
お
い
て
、螭
首
は

高
欄
親
柱
の
下
に
置
か
れ
、口
に
小
さ
な
穴
を

開
け
て
基
壇
の
上
面
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、基
壇

上
に
た
ま
っ
た
雨
水
を
排
出
す
る
役
割
を
も

つ
。螭
首
は
、龍
の
頭
だ
け
を
も
ち
、完
全
な

龍
の
か
た
ち
を
も
た
な
い
た
め
、龍
そ
の
も
の

で
は
な
く
、そ
の
家
族
と
し
か
な
ら
な
い
。屋

根
の
上
に
あ
る
正せ
い
ふ
ん吻（
大
棟
両
端
の
飾
り
）・小

獣
と
同
様
、龍
の
子
供
の
１
頭
と
み
な
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、排
水
の
役
割
か
ら
、水
を
好
む
と

い
う
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
」

鴟し

び尾

　

鴟
尾
は
、鴟し

ふ
ん吻

と
も
い
い
、瓦
葺ぶ

き

の
大
棟
の

両
端
に
着
け
ら
れ
る
建
築
装
飾
で
あ
り
、火

伏
の
ま
じ
な
い
で
も
あ
り
ま
す
。名
古
屋
城
で

有
名
な
鯱
し
ゃ
ち
ほ
この
原
型
で
す
。

　

楼
慶
西
の『
中
国
の
建
築
装
飾
』で
は
以
下

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
二
面
の
傾
斜
を
も
つ
屋
根
で
も
、四
面
の

傾
斜
を
も
つ
屋
根
で
も
、正
面
と
背
面
の
屋
根

の
交
点
に
は
棟
が
生
じ
る
。正
面
に
面
し
て
い

る
た
め
、こ
れ
を
正せ
い
せ
き脊（
大
棟
）と
呼
ぶ
。大
棟

の
左
右
両
端
は
、ほ
か
の
方
向
の
棟
と
交
わ
り
、

こ
こ
に「
正
吻
」を
置
く
。（
中
略
）古
い
文
献

の
記
載
に
よ
る
と
、前
漢・太た
い
し
ょ初
元
年（
紀
元
前

１
０
４
）、柏は
く
り
ょ
う
だ
い

梁
台
の
宮
殿
が
焼
失
し
た
が
、当

時
の
人
々
は
有
効
な
防
火
の
手
立
て
を
も
っ
て

い
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、海
に
は
鴟と
び
の
よ
う
な
長

い
尾
を
も
つ
神
魚
が
お
り
、尾
を
使
っ
て
激
し

く
水
面
を
叩
い
て
波
を
起
こ
し
、雨
を
降
ら
せ

て
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
説
話
を

巫ふ

し師（
シ
ャ
ー
マ
ン
）か
ら
聞
き
、こ
の
神
魚
の

か
た
ち
を
屋
根
に
置
く
こ
と
で
火
除
け
と

し
た
」

　

こ
の
鴟
尾
が
、唐
代
末
あ
た
り
か
ら
魚
や

鯨
と
い
っ
た
生
々
し
い
造
形
に
な
っ
た
も
の
を

螭ち
ふ
ん吻
と
い
い
、元
代
に
建
て
ら
れ
た
紫
禁
城
の

も
の
は
龍
を
象か
た
ど
り
、鯱
に
だ
い
ぶ
近
づ
い
て
い

ま
す
。

　

螭
吻
の
形
状
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

　
「
全
体
的
な
か
た
ち
は
ほ
ぼ
方
形
で
、龍
頭

は
口
を
開
い
て
棟
を
咥く
わ

え
、龍
尾
は
外
に
翻
っ

て
巻
き
込
み
、体
の
表
面
は
魚
の
鱗
文
様
で
満

ち
、そ
し
て
一
頭
の
小
さ
な
龍
が
つ
く
。背
中
の

上
に
は
一
本
の
剣
が
刺
さ
り
、背
中
の
後
方
に

は
小
さ
な
獣
の
頭
が
つ
く
」

久く

め米
仙
人

　

久
米
仙
人
の
話
に
つ
い
て
は
、大
小
の
変
化

を
見
せ
な
が
ら
多
く
の
説
話
集
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、今
回
は
平
安
時
代
末
期
に

成
立
し
た『
今
昔
物
語
集
』巻
十
一
第
二
十
四

話
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
大
和
国
の
吉
野
郡
に
龍
門
寺
と
い
う
寺

が
あ
っ
た
。寺
に
は
安あ
ず
み曇
と
久
米
と
い
う
二
人

の
仙
人
が
修
行
し
て
お
り
、先
に
安
曇
が
飛

行
術
を
身
に
つ
け
て
空
に
昇
り
、後
に
久
米
も

そ
れ
に
続
い
た
。

　

久
米
が
空
を
飛
ん
で
い
る
と
、吉
野
川
の
ほ

と
り
で
、若
い
女
が
衣
を
洗
っ
て
い
る
の
が
見
え

た
。ま
く
っ
た
着
物
の
裾
か
ら
見
え
る
女
の
足

は
真
っ
白
で
、そ
れ
を
見
た
久
米
は
欲
情
し
て

し
ま
い
、と
た
ん
に
仙
術
が
か
き
消
え
て
女
の

目
の
前
に
墜
落
し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、仙
術
を
失
っ
た
久
米
は
、さ
き
の

女
を
妻
に
し
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、天
皇
が

高た
か
い
ち市
郡（
奈
良
県
橿か
し
は
ら原
市
、藤
原
宮
）に
都
を

造
る
の
で
、久
米
も
人
夫
と
し
て
労
役
に
服
す

こ
と
に
な
っ
た
。あ
る
時
、他
の
人
夫
た
ち
が

久
米
の
こ
と
を
、『
仙
人
、仙
人
』と
呼
ん
で
い

た
の
で
、不
審
に
お
も
っ
た
役
人
が
、そ
の
わ
け

を
問
う
て
経
緯
を
知
り
、『
仙
人
な
ら
ば
手
足

で
材
木
を
運
ぶ
よ
り
、仙
術
を
使
え
ば
よ
い
で

は
な
い
か
』と
か
ら
か
っ
た
。

　

久
米
は
静
か
な
道
場
に
籠
っ
て
、身
心
を

清
浄
に
し
て
食
を
断
ち
、七
日
七
夜
礼
拝
す

る
と
、八
日
目
の
朝
に
俄に
わ

か
に
空
が
曇
っ
て
雷

雨
と
な
り
、何
も
見
え
ぬ
あ
り
さ
ま
と
な
っ

た
。し
ば
ら
く
す
る
と
、雲
が
晴
れ
て
来
た
の

で
、皆
が
外
に
出
て
み
る
と
、大
中
小
の
材
木

が
山
か
ら
運
ば
れ
て
い
た
。役
人
た
ち
は
久
米

を
敬
っ
て
拝
礼
し
、天
皇
も
そ
の
こ
と
を
聞
き

及
ん
で
、免
田
三
十
町
を
下か

し賜
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、そ
こ
か
ら
の
収
入
で
久
米
は
久
米
寺
を

建
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」（
つ
づ
く
）

（
文
：
江
口
知
秀
）

シ
リ
ー
ズ
80

建設産業図書館通信Vol.98

チェシャ猫とキルケニー猫（出典：『幻獣辞典』　ホルヘ・ルイス・ボルヘス著　
晶文社　1974年初版　表紙より転載）

レヴェラー（当館職員　上原由子画）

6世紀から7世紀に架けられた趙州橋は現存する中国最古の橋（中国　河北省　
石家荘市）

ガーゴイル（出典：『世界の建築様式　歴史的古代建造物750の建築ディテー
ル』　エミリー・コール著　ガイアブックス　2009年　p.219より転載）
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青
森
県
の
津
軽
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
鶴
田
町
。
南
西
に
青
森
県
の
最
高

峰
で
あ
る
岩
木
山
を
望
み
、
町
中
を
南
北

に
流
れ
る
岩
木
川
沿
い
に
の
ど
か
な
田
園

風
景
が
広
が
る
こ
の
町
に
は
、
日
本
一
の

湖
と
橋
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
湖
と
は
、
別
名
「
津
軽
富
士
」
と

呼
ば
れ
る
岩
木
山
の
雄
大
な
姿
を
湖
面

に
映
し
出
す
こ
と
か
ら
「
津
軽
富
士
見

湖
」
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
県
内

最
大
の
農
業
用
貯
水
池
で
、
正
式
名
称
を

「
廻ま
わ
り
ぜ
き
お
お
た
め
い
け

堰
大
溜
池
」
と
い
い
ま
す
。
周
囲
約

11
㎞
の
う
ち
約
４
・
２
㎞
も
堤
防
が
続
く
例

は
ほ
か
の
湖
に
は
な
く
、
長
さ
は
湖
の
中

で
日
本
一
で
す
。

そ
の
津
軽
富
士
見
湖
に
架
け
ら
れ
て
い

る
の
が
、
三
連
太
鼓
橋
の
「
鶴
の
舞
橋
」

で
す
。
太
鼓
橋
と
は
、
真
ん
中
が
高
く
な

る
よ
う
に
曲
線
を
描
い
た
ア
ー
チ
橋
の
こ

と
で
、
太
鼓
の
胴
に
形
が
似
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

３
つ
連
な
っ
た
「
鶴
の
舞
橋
」
は
、
青
森

県
産
の
ヒ
バ
の
丸
太
約
３
０
０
０
本
、
板

材
約
３
０
０
０
枚
を
使
用
し
て
造
ら
れ
て

お
り
、
木
造
の
三
連
太
鼓
橋
と
し
て
は
日

本
一
の
長
さ
（
全
長
３
０
０
ｍ
）
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

「
鶴
の
舞
橋
」
は
、
津
軽
富
士
見
湖
の

湖
水
状
態
の
確
認
・
監
視
、
観
光
客
の
誘

致
な
ど
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
、
着

工
か
ら
３
年
の
歳
月
を
経
て
平
成
６
年

（
１
９
９
４
）
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
特

徴
的
な
造
り
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

ア
ー
チ
橋
の
つ
な
ぎ
目
に
当
た
る
２
カ
所

（
１
０
０
ｍ
ご
と
）
に
設
置
さ
れ
た
休
憩

用
・
小
イ
ベ
ン
ト
用
の
屋
根
付
き
ス
テ
ー

ジ
と
欄
干
に
組
み
込
ま
れ
た
１
１
０
基
も

の
照
明
で
す
。
大
小
２
つ
の
ス
テ
ー
ジ
は

デ
ザ
イ
ン
が
美
し
く
、
訪
れ
る
人
の
憩
い

の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
欄
干
の

１
１
０
基
の
照
明
は
夜
に
な
る
と
淡
い
明

か
り
で
湖
面
を
照
ら
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
鶴
の
舞
橋
」
の
概
要
を
説

明
す
る
現
地
の
看
板
に
は
、「
長
さ
３
０
０

ｍ
（
日
本
一
な
が
～
い
き
の
橋
）」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
木
造
の
三
連
太
鼓
橋
な
の

で
「
長
い
木
の
橋
」

を
意
味
し
て
い
ま
す

が
、「
長
生
き
の
橋
」

と
も
読
み
取
れ
る
こ

と
か
ら
、
橋
を
渡
る

と
長
生
き
で
き
る
と

言
わ
れ
、
健
康
長
寿

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

今
で
は
地
域
住
民

だ
け
で
な
く
観
光
客

に
も
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
平
成
28

年
（
２
０
１
６
）
に

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ

た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

「
大
人
の
休
日
倶
楽

部
」
の
Ｃ
Ｍ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。「
津

軽
の
逆
さ
富
士
篇
」
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特集一覧

２０１3年 ２０１4年 ２０１5年 ２０１6年
冬：あつまる
春：うごかす
夏：そだてる
秋：おさめる

冬：よみがえる
春：のばす
夏：はかる
秋：たくわえる

冬：へらす
春：もてなす
夏：さかせる
秋：こわす

冬：くみあわす
春：ささえる
夏：つなぐ
秋：たのしむ

２０１7年 ２０１8年 ２０１9年 ２０20年
冬：しる
春：やすむ
夏：いかす
秋：あゆむ

冬：つかう
春：かえる
夏：ふせぐ
秋：つたえる

冬：あたたまる
春：かんがえる
夏：めざす
秋：みせる

冬：とりくむ
春：つなぐ２
夏：たかめる
秋：みちびく

２０21年 ２０22年 ２０23年 ２０24年
冬：ひきつける
春：つたえる２
夏：ふかめる
秋：ととのえる

冬：かさねる
春：むきあう
夏：みなおす
秋：えがく

冬：はたす
春：つくる
夏：きずく
秋：めぐる

冬：かたる
春：あらためる
夏：つどう

青
森
支
店
か
ら

人
を
絶
景
へ
と
み
ち
び
く
ア
ー
チ
橋「
鶴
の
舞
橋
」

と
し
て
こ
の
橋
が
Ｃ
Ｍ
の
舞
台
に
採
用
さ

れ
、
俳
優
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
出
演
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
観
光
客
が
年
々
増
加
し
、

一
躍
、
全
国
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

た
の
で
す
。

現
在
、「
鶴
の
舞
橋
」
は
老
朽
化
対
策
と

し
て
橋
脚
の
補
強
や
床
板
の
交
換
な
ど
の

大
規
模
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
８
年
（
２
０
２
６
）
３
月
に
は
工
事
が

終
わ
り
、
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
予
定
で
す
。
夜
明
け
と
と

も
に
浮
か
び
出
す
湖
面
や
夕
陽
に
染
ま
る

湖
面
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
、

季
節
の
移
ろ
い
と
と
も
に
変
わ
る
表
情
は
、

以
前
に
も
増
し
て
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

三
連
太
鼓
橋
な
ら
で
は
の
ア
ー
チ
姿

が
優
美
に
飛
翔
す
る
鶴
を
想
像
さ
せ
、
欄

干
の
淡
い
照
明
が
幻
想
的
な
ホ
タ
ル
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
鶴
の
舞
橋
」。
ぜ
ひ
現
地

に
足
を
運
び
、
ご
自
身
の
目
で
見
て
、
手

で
触
れ
て
、
心
で
感
じ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

大小2つのステージと湖面に映るアーチの姿（写真提供：青森県鶴田町）

「なが～いきの橋」を照らす“ホタルの照明” （写真提供：公益社団法人青
森県観光国際交流機構）

大小2つのステージを鶴の頭に見立てると（大が雄、小が雌）、つがいの鶴
が互いの片翼を重ね合わせながら湖面を舞っているように見える（写真提
供：青森県鶴田町）

岩木山と津軽富士見湖と鶴の舞橋のコラボレーション（写真提供：公益社団法人青森県観光国際交流機構）

〒030-0803
青森県青森市安方2丁目9番13号 青森県建設会館4F
TEL. (017) 722-7262　FAX. (0120) 027-208

青森支店

編 集 後 記

2024秋号をお届けします。テーマは「みちびく」です。
ルポでは、「ＵＲまちとくらしのミュージアム」を紹介しました。「集

合住宅歴史館」として東京都八王子市内で公開されていた時代に
取材に伺い、本誌2015秋号でも紹介した施設です。復元住戸の
見学は2度目となりますが、改めて昭和の暮らしぶりに触れ、昭和・
平成・令和と3つの時代を経て私たちの住環境がどれだけ快適で便
利になったのかを実感しました。便利になりすぎて、まだIoTを使い
こなせていませんが…。そんな昭和世代の私ですが、この度、自宅
キッチンをリフォームし、食器洗い乾燥機（食洗機）を設置すること
にしました。食洗機については、「いる」「いらない」の意見が分かれ
るところだと思います。わが家でも悩んだ末の設置となりましたが、
母も高齢になり、握力が落ちてきたのか、時々洗い残しが見られる
ようになったので、設置することにして正解だったのではないかと
思います。住環境の改善や家電の進化は、仕事を持つ人や子育て
世代の家事負担を減らすだけではなく、高齢者の暮らしもサポート
してくれる、そんな一面があるということに気が付きました。

話は変わりますが、「ＵＲまちとくらしのミュージアム」ミュージア
ム棟で展示している復元住戸の玄関脇に小さな開閉扉が付いてい
ます。これ、何だと思いますか？ 正解は、是非ミュージアムで確認し
てください！ ちなみに「猫ドア」ではないそうですよ。
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建設産業と、ともに歩みつづける
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